
(57)【要約】

【課題】ポンプ付設装置の上方向へのポンプ外はみ出し

量を小さく（低く）抑えるとともに、ポンプ付設装置の

ポンプ外横方向のはみ出し量を低減することにより、排

水機場が小型化されて土木建設費を削減することができ

る方向変換機内蔵立軸ポンプを提供する。

【解決手段】主軸２を貫通させた縦軸線Ｃ方向の揚水管

５と、この揚水管５の上側に連設された吐出しエルボ６

とを備えた立軸ポンプＰにおいて、吐出しエルボ６にデ

ィーゼルエンジンによってなる第１原動機２８の横出力

軸２８Ａの回転を縦軸に方向変換して主軸２に伝達する

方向変換機７が内蔵されている。そして、電動機によっ

てなる第２原動機３１の縦出力軸３１Ａの回転が方向変

換機７内の別の動力伝達経路で主軸２に伝達するように

構成してある。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 受 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 縦 方 向 の 主 軸 と 、 こ の 主 軸 の 下 部 に 固 着 し た 羽 根 車 と 、 前 記
主 軸 を 貫 通 さ せ た 縦 方 向 の 揚 水 管 と 、 こ の 揚 水 管 の 上 側 に 連 設 さ れ た 吐 出 管 と を 備 え た 立
軸 ポ ン プ に お い て 、 前 記 吐 出 管 に 第 １ 原 動 機 の 横 出 力 軸 の 回 転 を 第 １ 動 力 伝 達 経 路 で 縦 軸
に 方 向 変 換 し て 前 記 主 軸 に 伝 達 す る 方 向 変 換 機 が 内 蔵 さ れ て い る と と も に 、 第 ２ 原 動 機 の
縦 出 力 軸 の 回 転 が 前 記 方 向 変 換 機 内 の 第 ２ 動 力 伝 達 経 路 で 前 記 主 軸 に 伝 達 す る よ う に 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 向 変 換 機 内 蔵 立 軸 ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 方 向 変 換 機 内 蔵 立 軸 ポ ン プ に 係 り 、 特 に 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 上 方 向 へ の ポ ン プ
外 は み 出 し 量 を 小 さ く （ 低 く ） 抑 え る と と も に 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の ポ ン プ 外 横 方 向 の は み
出 し 量 を 低 減 で き る よ う に し た 方 向 変 換 機 内 蔵 立 軸 ポ ン プ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 上 位 に 減 速 機 に よ っ て な る 直 交 変 換 機 （ 方
向 変 換 機 ） ５ ０ を 設 置 し 、 高 速 モ ー タ に よ っ て な る 第 １ 原 動 機 ５ １ の 横 出 力 軸 ５ ２ の 回 転
を 縦 軸 に 方 向 変 換 し て 主 軸 ５ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 す る と と も に 、 方 向 変 換 機 ５ ０ の 上
位 に 設 置 し た 低 速 モ ー タ に よ っ て な る 第 ２ 原 動 機 ５ ４ の 縦 出 力 軸 ５ ５ の 回 転 を 、 前 記 方 向
変 換 機 ５ ０ を 介 し て 主 軸 ５ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 し た 立 軸 ポ ン プ が 知 ら れ て い る （ た と
え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 上 位 に 減 速 機 に よ っ て な る 直 交 変 換 機 （ 方 向 変
換 機 ） ６ ０ を 設 置 し 、 電 動 機 に よ っ て な る 第 １ 原 動 機 ６ １ の 横 出 力 軸 ６ ２ の 回 転 を 方 向 変
換 機 ６ ０ で 縦 軸 に 方 向 変 換 し て 主 軸 ６ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 す る と と も に 、 デ ィ ー ゼ ル
エ ン ジ ン に よ っ て な る 第 ２ 原 動 機 ６ ４ の 横 出 力 軸 ６ ５ の 回 転 を 方 向 変 換 機 ６ ０ で 縦 軸 に 方
向 変 換 し て 主 軸 ６ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 し た 立 軸 ポ ン プ が 知 ら れ て い る （ た と え ば 、 非
特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
社 団 法 人 　 河 川 ポ ン プ 施 設 技 術 協 会 「 河 川 ポ ン プ 施 設 総 覧 　 ２ ０ ０ １ 」
６ ５ ５ 頁 　 冷 却 方 式
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 ２ 】
社 団 法 人 　 河 川 ポ ン プ 施 設 技 術 協 会 「 河 川 ポ ン プ 施 設 総 覧 　 ２ ０ ０ １ 」
３ ３ ９ 頁 　 揚 水 専 用 （ １ ０ ｍ ３ ／ Ｓ ポ ン プ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 上 位 に 減 速 機 に よ っ て な る 直 交 変 換 機 （ 方
向 変 換 機 ） ５ ０ を 設 置 し 、 さ ら に 方 向 変 換 機 ５ ０ の 上 位 に 設 置 し た 第 ２ 原 動 機 ５ ４ の 縦 出
力 軸 ５ ５ の 回 転 を 、 方 向 変 換 機 ５ ０ を 介 し て 主 軸 ５ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 し た 前 者 の 立
軸 ポ ン プ Ｐ で は 、 吐 出 し ベ ン ド ５ ６ の 横 軸 線 Ｃ ｘ か ら 第 ２ 原 動 機 ５ ４ の 上 端 ま で の 寸 法 Ｈ
１ 、 つ ま り ポ ン プ 付 設 装 置 の 上 方 向 へ の ポ ン プ 外 は み 出 し 量 Ｈ １ が 大 き く な る 。 こ の た め
、 排 水 機 場 が 大 型 化 さ れ て 土 木 建 設 費 が 高 く な る な ど の 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 上 位 に 減 速 機 に よ っ て な る 直 交 変 換 機 （ 方 向 変
換 機 ） ６ ０ を 設 置 し 、 電 動 機 に よ っ て な る 第 １ 原 動 機 ６ １ の 横 出 力 軸 ６ ２ の 回 転 を 縦 軸 に
方 向 変 換 し て 主 軸 ６ ３ に 伝 達 す る よ う に 構 成 す る と と も に 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に よ っ て
な る 第 ２ 原 動 機 ６ ４ の 横 出 力 軸 ６ ５ の 回 転 を 縦 軸 に 方 向 変 換 し て 主 軸 ６ ３ に 伝 達 す る よ う
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に 構 成 し た 後 者 の 立 軸 ポ ン プ Ｐ で は 、 鉛 直 軸 線 Ｃ １ か ら 第 １ 原 動 機 ６ １ の 外 端 ま で の 寸 法
Ｌ １ と 第 ２ 原 動 機 ６ ４ の 外 端 ま で の 寸 法 Ｌ ２ 、 つ ま り ポ ン プ 付 設 装 置 の 横 方 向 へ の ポ ン プ
外 は み 出 し 量 （ Ｌ １ ＋ Ｌ ２ ） が 大 き く な り 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 設 置 床 面 積 が 拡 大 さ れ て 、
面 積 の 大 き い ポ ン プ 設 置 部 が 必 要 に な る 。 こ の た め 、 排 水 機 場 が 大 型 化 さ れ て 土 木 建 設 費
が 高 く な る な ど の 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ っ て 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 上 方 向 へ
の ポ ン プ 外 は み 出 し 量 を 小 さ く （ 低 く ） 抑 え る と と も に 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の ポ ン プ 外 横 方
向 の は み 出 し 量 を 低 減 す る こ と に よ り 、 排 水 機 場 が 小 型 化 さ れ て 土 木 建 設 費 を 削 減 す る こ
と が で き る 方 向 変 換 機 内 蔵 立 軸 ポ ン プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 方 向 変 換 機 内 蔵 立 軸 ポ ン プ は 、 軸 受 に 回 転 自 在
に 支 持 さ れ た 縦 方 向 の 主 軸 と 、 こ の 主 軸 の 下 部 に 固 着 し た 羽 根 車 と 、 前 記 主 軸 を 貫 通 さ せ
た 縦 方 向 の 揚 水 管 と 、 こ の 揚 水 管 の 上 側 に 連 設 さ れ た 吐 出 管 と を 備 え た 立 軸 ポ ン プ に お い
て 、 前 記 吐 出 管 に 第 １ 原 動 機 の 横 出 力 軸 の 回 転 を 第 １ 動 力 伝 達 経 路 で 縦 軸 に 方 向 変 換 し て
前 記 主 軸 に 伝 達 す る 方 向 変 換 機 が 内 蔵 さ れ て い る と と も に 、 第 ２ 原 動 機 の 縦 出 力 軸 の 回 転
が 前 記 方 向 変 換 機 内 の 第 ２ 動 力 伝 達 経 路 で 前 記 主 軸 に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 方 向 変 換 機 が 吐 出 管 に 内 蔵 さ れ て い る こ と に よ り 、 ポ ン プ の 上 位 に 方 向
変 換 機 が は み 出 す の を 回 避 で き る の で 、 そ れ だ け ポ ン プ 付 設 装 置 の 上 方 向 へ の ポ ン プ 外 は
み 出 し 量 が 小 さ く な る 。 ま た 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 横 方 向 へ の ポ ン プ 外 は み 出 し 量 を 第 １ 原
動 機 の ポ ン プ 外 は み 出 し 量 の み に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の
形 態 を 示 す 縦 断 正 面 図 、 図 ２ は 、 要 部 の 構 成 図 で あ る 。
図 １ ， 図 ２ に お い て 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ は 、 軸 受 １ ， １ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 鉛 直 軸 線 Ｃ を
有 す る 主 軸 ２ と 、 こ の 主 軸 ２ の 下 部 に 固 着 し た 羽 根 車 ３ と 、 こ の 羽 根 車 ３ を 回 転 自 在 に 収
容 し た 吐 出 し ボ ウ ル ４ と 、 こ の 吐 出 し ボ ウ ル ４ の 上 側 に 連 設 さ れ て 主 軸 ２ を 貫 通 さ せ た 縦
方 向 の 揚 水 管 ５ と 、 こ の 揚 水 管 ５ の 上 側 に 連 設 さ れ た 吐 出 し エ ル ボ （ 吐 出 管 ） ６ と を 備 え
、 こ の 吐 出 管 ６ に 方 向 変 換 機 ７ を 内 蔵 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
方 向 変 換 機 ７ は 、 縦 軸 線 Ｃ を 有 す る ケ ー シ ン グ ８ と 、 縦 軸 線 Ｃ に 直 交 す る 横 軸 線 Ｃ ２ を 有
し て 内 端 部 が ケ ー シ ン グ ８ の 側 壁 部 に 水 密 に 取 付 け ら れ て 側 方 に の び る 軸 受 ケ ー ス ９ と 、
縦 軸 線 Ｃ 上 に あ る 入 出 力 回 転 軸 １ ０ と 、 横 軸 線 Ｃ ２ 上 に あ る 入 力 回 転 軸 １ １ と を 備 え 、 ケ
ー シ ン グ ８ の 内 部 は 、 上 側 の 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ と 、 下 側 の メ カ ニ カ ル シ ー ル 室 １ ３ と の
上 下 二 室 に 区 画 さ れ て お り 、 軸 受 ケ ー ス ９ の 内 端 面 は 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ に 臨 ん で い る 。
ま た 、 ケ ー シ ン グ ８ の 上 端 部 開 口 は 蓋 部 １ ４ に よ っ て 水 密 に 塞 が れ て お り 、 入 出 力 回 転 軸
１ ０ は 、 蓋 部 １ ４ に お け る 中 心 ボ ス 部 １ ４ Ａ に 組 付 け ら れ た 軸 受 ケ ー ス １ ５ 内 の 上 下 ２ 段
の 軸 受 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ と 、 ケ ー シ ン グ ８ に お け る 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ 内 に 設 け た 軸 受 支 持
部 １ ７ に 支 持 さ れ て い る 軸 受 １ ７ Ｃ に よ っ て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て 、 ケ ー シ ン グ ８ の 下 方
と 蓋 部 １ ４ の 上 方 の 二 方 向 に 延 出 し て い る 。 な お 、 軸 受 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ， １ ７ Ｃ は 、 入 出
力 回 転 軸 １ ０ 、 主 軸 ２ 、 羽 根 車 ３ な ど の 回 転 体 の 重 量 を 含 む ポ ン プ 運 転 時 の 軸 ス ラ ス ト を
受 推 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
入 力 回 転 軸 １ １ は 、 軸 受 ケ ー ス ９ 内 の 軸 受 １ ８ Ａ ， １ ８ Ｂ に 回 転 自 在 か つ 横 軸 線 Ｃ ２ 方 向
の 移 動 を 不 能 に 支 持 さ れ て い る 。 軸 受 ケ ー ス ９ は 、 吐 出 し エ ル ボ ６ の 横 向 き の 開 口 部 １ ９
か ら 吐 出 し エ ル ボ ６ の 外 側 に 導 出 さ れ 、 こ の 軸 受 ケ ー ス ９ の 外 側 に 入 力 回 転 軸 １ １ の 外 端
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部 が 延 出 し て い る 。 ま た 、 軸 受 ケ ー ス ９ の 外 端 開 口 部 は 、 入 力 回 転 軸 １ １ の 回 転 を 可 能 か
つ 水 密 に 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
入 力 回 転 軸 １ １ の 内 端 部 に は 小 傘 歯 車 ２ ０ が 形 成 ま た は 固 着 さ れ 、 こ の 小 傘 歯 車 ２ ０ が 入
出 力 回 転 軸 １ ０ に 固 着 さ れ て い る 大 傘 歯 車 ２ １ に 噛 み 合 う こ と で 、 直 交 変 換 伝 達 機 能 を 有
す る 傘 歯 車 減 速 機 を 構 成 し て お り 、 小 傘 歯 車 ２ ０ と 大 傘 歯 車 ２ １ は 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ の
内 部 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 メ カ ニ カ ル シ ー ル 室 １ ３ に 上 下 ２ 段 の メ カ ニ カ ル シ ー ル ２ ２
Ａ ， ２ ２ Ｂ が 設 け ら れ 、 上 段 の メ カ ニ カ ル シ ー ル ２ ２ Ａ に よ っ て 、 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ 内
の 潤 滑 油 ２ ３ が メ カ ニ カ ル シ ー ル 室 １ ３ に 漏 出 し た り 、 メ カ ニ カ ル シ ー ル 室 １ ３ 内 の 潤 滑
油 ２ ４ が 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ に 漏 出 す る の を 防 止 す る と と も に 、 下 段 の メ カ ニ カ ル シ ー ル
２ ２ Ｂ に よ っ て 、 吐 出 し エ ル ボ ６ 内 の 揚 水 が メ カ ニ カ ル シ ー ル 室 １ ３ に 侵 入 し た り 、 メ カ
ニ カ ル シ ー ル 室 １ ３ 内 の 潤 滑 油 ２ ４ が 吐 出 し エ ル ボ ６ 内 に 漏 出 す る の を 防 止 し て 、 入 出 力
回 転 軸 １ ０ を 回 転 自 在 か つ 水 密 に 軸 封 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
入 出 力 回 転 軸 １ ０ の 下 端 部 は カ ッ プ リ ン グ ２ ５ を 介 し て 主 軸 ２ に 同 時 回 転 可 能 に 連 結 さ れ
、 入 力 回 転 軸 １ １ の 外 端 部 は 、 カ ッ プ リ ン グ ２ ６ と 、 た と え ば 電 磁 ク ラ ッ チ 機 構 に よ っ て
な る 第 １ ク ラ ッ チ ２ ７ な ど を 介 し て 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に よ っ て な る 第 １ 原 動 機 ２ ８ の
横 出 力 軸 ２ ８ Ａ を 連 結 し て あ る 。 ま た 、 入 出 力 回 転 軸 １ ０ の 上 端 部 は 、 カ ッ プ リ ン グ ２ ９
と 、 た と え ば 電 磁 ク ラ ッ チ 機 構 に よ っ て な る 第 ２ ク ラ ッ チ ３ ０ な ど を 介 し て 、 電 動 機 に よ
っ て な る 第 ２ 原 動 機 ３ １ の 縦 出 力 軸 ３ １ Ａ を 連 結 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 構 成 に お い て 、 第 １ ク ラ ッ チ ２ ７ を Ｏ Ｎ 、 第 ２ ク ラ ッ チ ３ ０ を Ｏ Ｆ Ｆ に 保 持 し た 状 態
で 、 第 １ 原 動 機 ２ ８ を 運 転 す る と 、 横 出 力 軸 ２ ８ Ａ の 出 力 は 、 第 １ ク ラ ッ チ ２ ７ → カ ッ プ
リ ン グ ２ ６ → 方 向 変 換 機 １ ７ の 入 力 回 転 軸 １ １ → 小 傘 歯 車 ２ ０ → 大 傘 歯 車 ２ １ → 入 出 力 回
転 軸 １ ０ → カ ッ プ リ ン グ ２ ５ の 第 １ 動 力 伝 達 経 路 で 主 軸 ２ に 伝 達 さ れ 、 主 軸 ２ を 減 速 回 転
し て 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 運 転 が な さ れ る 。 ま た 、 方 向 変 換 機 ７ が 入 力 回 転 軸 １ １ 側 の 小 傘 歯 車
２ ０ と 入 出 力 回 転 軸 １ ０ 側 の 大 傘 歯 車 ２ １ と を 噛 み 合 せ た 直 交 変 換 伝 達 機 能 を 有 す る 歯 車
減 速 機 に よ っ て 構 成 さ れ て い る の で 、 第 １ 原 動 機 ２ ８ の 高 回 転 数 を 所 定 の 減 速 比 で 立 軸 ポ
ン プ Ｐ の 必 要 回 転 数 ま で 減 速 し て 運 転 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 場 合 、 第 ２ ク ラ ッ チ
３ ０ が Ｏ Ｆ Ｆ に 保 持 さ れ て い る の で 、 入 出 力 回 転 軸 １ ０ の 回 転 が 第 ２ 原 動 機 ３ １ に 影 響 を
お よ ぼ す こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 第 １ ク ラ ッ チ ２ ７ を Ｏ Ｆ Ｆ 、 第 ２ ク ラ ッ チ ３ ０ を Ｏ Ｎ に 保 持 し た 状 態 で 、 第 ２ 原 動
機 ３ １ を 運 転 す る と 、 縦 出 力 軸 ３ １ Ａ の 出 力 は 、 第 ２ ク ラ ッ チ ３ ０ → カ ッ プ リ ン グ ２ ９ →
入 出 力 回 転 軸 １ ０ → カ ッ プ リ ン グ ２ ５ の 第 ２ 動 力 伝 達 経 路 で 主 軸 ２ に 伝 達 さ れ 、 主 軸 ２ を
回 転 し て 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 運 転 が な さ れ る 。 な お 、 こ の 場 合 、 第 １ ク ラ ッ チ ２ ７ が Ｏ Ｆ Ｆ に
保 持 さ れ て い る の で 、 入 出 力 回 転 軸 １ ０ の 回 転 が 第 １ 原 動 機 ２ ８ に 影 響 を お よ ぼ す こ と は
な い 。 ま た 、 電 動 機 に よ っ て な る 第 ２ 原 動 機 ３ １ を 使 用 し て い る の で 、 そ の 極 数 を 選 択 し
て 機 種 を 特 定 す る こ と に よ り 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ を 適 性 な 回 転 数 で 運 転 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 通 常 は 、 電 動 機 に よ っ て な る 第 ２ 原 動 機 ３ １ に よ っ て 立 軸 ポ ン プ Ｐ を 運 転 し 、 停 電
時 に は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に よ っ て な る 第 １ 原 動 機 ２ ８ に よ っ て 立 軸 ポ ン プ Ｐ を 運 転 す
る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 常 時 運 転 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
し か も 、 方 向 変 換 機 ７ が 吐 出 し エ ル ボ ６ に 内 蔵 さ れ て い る こ と に よ り 、 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 上
位 に 方 向 変 換 機 ７ が は み 出 す の を 回 避 で き る 。 こ の た め 、 吐 出 し ベ ン ド ６ の 横 軸 線 Ｃ ｘ か
ら 第 ２ 原 動 機 ３ １ の 上 端 ま で の 寸 法 Ｈ 、 つ ま り ポ ン プ 付 設 装 置 の 上 方 向 へ の ポ ン プ 外 は み
出 し 量 Ｈ を 、 図 ３ に 示 す ポ ン プ 外 は み 出 し 量 Ｈ １ よ り も 小 さ く （ 低 く ） 抑 え る こ と が で き
る 。 ま た 、 図 １ ， 図 ２ に お け る ポ ン プ 付 設 装 置 の 横 方 向 へ の ポ ン プ 外 は み 出 し 量 を 鉛 直 軸
線 Ｃ か ら 第 １ 原 動 機 ２ ８ の 外 端 ま で の 寸 法 Ｌ の み に 低 減 し て 、 図 ４ に 示 す 横 方 向 へ の ポ ン
プ 外 は み 出 し 量 （ Ｌ １ ＋ Ｌ ２ ） よ り も 大 幅 （ 約 １ ／ ２ ） に 低 減 し て 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 設
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置 床 面 積 を 縮 小 す る こ と が で き る の で 、 排 水 機 場 が 小 型 化 さ れ て 土 木 建 設 費 を 削 減 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 原 動 機 ２ ８ を デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に よ っ て 構 成 し 、 第 ２
原 動 機 ３ １ を 電 動 機 に よ っ て 構 成 し て 説 明 し て い る が 、 第 １ 原 動 機 ２ ８ を 電 動 機 に よ っ て
構 成 し 、 第 ２ 原 動 機 ３ １ を エ ン ジ ン （ た と え ば ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン ） に よ っ て 構 成 し て
も よ い 。 ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 の よ う に 、 第 ２ 原 動 機 ３ １ を 電 動 機 に よ っ て 構 成 し た 場 合
に は 、 方 向 変 換 機 ７ の ケ ー シ ン グ ８ に お け る 方 向 変 換 機 構 室 １ ２ 内 に 、 た と え ば 遊 星 歯 車
構 造 の 減 速 機 を 設 け 、 こ の 減 速 機 に よ り 第 ２ 原 動 機 ３ １ の 縦 出 力 軸 ３ １ Ａ の 回 転 を 減 速 し
て 入 出 力 回 転 軸 １ ０ に 伝 達 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 原 動 機 ３ １ の 回
転 数 を 所 定 の 減 速 比 で 立 軸 ポ ン プ Ｐ の 必 要 回 転 数 ま で 減 速 し て 運 転 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 第 １ 原 動 機 ２ ８ と 第 ２ 原 動 機 ３ １ の 両 者 を 電 動 機 に よ っ て 構 成 し て も よ い 。 こ の よ
う に 、 第 １ ， 第 ２ 原 動 機 ２ ８ ， ３ １ を 電 動 機 に よ っ て 構 成 し た 場 合 に は 、 第 １ ク ラ ッ チ ２
７ と 第 ２ ク ラ ッ チ ３ ０ を 省 略 し て も 、 入 出 力 回 転 軸 １ ０ の 回 転 が 停 止 状 態 に 保 持 さ れ て い
る 側 の 第 １ 原 動 機 ２ ８ ま た は 第 ２ 原 動 機 ３ １ に 影 響 を お よ ぼ す こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 方 向 変 換 機 内 蔵 立 軸 ポ ン プ は 構 成 さ れ て い る の で 、 以
下 の よ う な 格 別 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
す な わ ち 、 方 向 変 換 機 が 吐 出 管 に 内 蔵 さ れ て い る こ と に よ り 、 立 軸 ポ ン プ の 上 位 に 方 向 変
換 機 が は み 出 す の を 回 避 で き る 。 こ の た め 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 上 方 向 へ の ポ ン プ 外 は み 出
し 量 を 低 く 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 ポ ン プ 付 設 装 置 の 横 方 向 へ の ポ ン プ 外 は み 出 し
量 を 鉛 直 軸 線 か ら 第 １ 原 動 機 外 端 ま で の 寸 法 の み に 低 減 す る こ と が で き る の で 、 ポ ン プ 付
設 装 置 の 設 置 床 面 積 を 縮 小 し て 、 排 水 機 場 を 小 型 化 し 土 木 建 設 費 を 削 減 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 要 部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 従 来 例 の 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 従 来 例 の 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 軸 受
２ 　 主 軸
３ 　 羽 根 車
５ 　 揚 水 管
６ 　 吐 出 し エ ル ボ （ 吐 出 管 ）
７ 　 方 向 変 換 機
２ ８ 　 第 １ 原 動 機
２ ８ Ａ 　 第 １ 原 動 機 の 横 出 力 軸
３ １ 　 第 ２ 原 動 機
３ １ Ａ 　 第 ２ 原 動 機 の 縦 出 力 軸
Ｃ 　 縦 軸 線
Ｐ 　 立 軸 ポ ン プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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